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時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
福
島
原
発
震
災
の
終
息
が

見
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ふ
た
た
び
還
る
こ
と
が
出
来
な
い
故
郷
の
地
、
山
、

川
、
生
き
も
の
、
そ
し
て
、
人
々
の
く
ら
し
。
五
感

で
知
覚
で
き
な
い
ま
ま
、
か
ら
だ
が
蝕
ま
れ
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
が
被
ば
く
を
強
い
ら
れ
つ
づ
け
、
未
来

へ
の
希
望
の
糸
が
切
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
放
射
能

は
ひ
と
の
命
の
何
百
倍
も
の
時
間
を
生
き
つ
づ
け
る
。

こ
う
い
う
こ
と
が
誰
の
目
に
も
あ
き
ら
か
に
な
っ
て

き
た
。

起
こ
っ
た
こ
と

何
が
起
こ
っ
た
の
か
。
事
故
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、

国
会
、
政
府
、
民
間
、
東
電
の
４
者
に
よ
る
報
告
書

第
一
原
発
の
１
、２
、３
、４
号
機
は
壊
滅
的
な
損
壊

に
い
た
っ
た
。
ほ
か
は
幸
運
が
重
な
っ
て
、
炉
心
溶

融
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
福
島
第
一
原
発
ほ
ど

の
損
壊
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

３
・
11
地
震
は
、
①
継
続
時
間
で
い
う
と
基
準
地

震
動
の
２
倍
以
上
と
い
う
異
例
の
長
時
間
に
わ
た
っ

た
。
②
加
速
度
振
幅
で
は
、
福
島
第
一
原
発
の
１
～

４
号
機
は
、
基
準
地
震
動
と
同
等
か
（
１
、４
号
機
）、

そ
れ
を
や
や
上
回
る
（
２
、３
号
機
）
大
き
さ
の
強
い

振
動
で
ゆ
す
ら
れ
た
結
果
、
壊
滅
的
な
損
壊
を
こ
う

む
っ
た
。
１
～
４
号
機
は
そ
の
後
、
廃
炉
措
置
が
決

定
し
、
日
本
の
原
発
は
54
基
か
ら
50
基
に
減
じ
た
。

だ
が
、
１
～
３
号
機
の
原
子
炉
が
冷
却
機
能
を
喪

失
し
て
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
に
い
た
っ
た
主
原
因
は
、
地

震
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
地
震
に
は
耐
え
た
が
地
震

の
次
に
や
っ
て
き
た
津
波
な
の
か
。
２
年
２
ヵ
月
余

を
経
た
現
在
で
も
、
見
解
が
対
立
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

現
場
検
証
は
、
高
い
放
射
線
量
の
た
め
い
ま
だ
に
行

な
わ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
地
震
主
因
説
に
理
が
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
が
、
あ
と
で
詳
し
く
ふ
れ
る
。

福
島
第
一
原
発
の
損
壊

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
は
第
二
原
発
の
12
キ
ロ

ほ
ど
北
の
太
平
洋
沿
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
損
壊
の

著
し
か
っ
た
第
一
原
発
の
１
～
４
号
機
は
い
ず
れ
も

沸
騰
水
型
軽
水
炉
で
、
そ
の
諸
元
は
次
ペ
ー
ジ
の
表

の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
を
挙
げ
れ
ば
、
30
～
40

年
を
経
過
し
た
老
朽
化
炉
で
あ
る
こ
と
、
発
電
容
量

福島第 1 原発の 3 号機（左）と 4 号機（右）
3 月 20 日　（©AFP/Getty Images）

が
お
お
や
け
に
さ
れ
て
い
る
。
起
こ
っ
た
事
実
を
そ

れ
ら
に
基
い
て
し
る
す
と
―

２
０
１
１
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発

生
。
東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方
北
部
に
い
た
る
太
平

洋
岸
は
巨
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
。

こ
の
地
震
と
津
波
は
、
太
平
洋
沿
岸
部
に
建
設
さ

れ
て
い
た
東
北
電
力
女
川
原
発
（
３
基
）、
東
京
電
力

福
島
第
一
（
６
基
）・
第
二
（
４
基
）
原
発
、
日
本
原

子
力
発
電
東
海
第
二
原
発
（
１
基
）
の
合
計
14
基
に

甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。
地
震
動
の
最
大
加
速
度
が

基
準
地
震
動
（
原
発
の
耐
震
設
計
上
、
最
大
と
仮
定
さ
れ

る
地
震
動
）
を
超
え
た
の
は
女
川
原
発
の
３
基
と
福

島
第
一
原
発
の
２
、３
、５
号
機
の
６
基
だ
が
、
福
島

―
放
射
能
に
追
わ
れ
、
未
来
の
闇
に
さ
ま
よ
い
、

　 

　
な
お
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
望
み
を
託
す
か

山
口
幸
夫
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が
そ
の
後
の
１
１
０
万
㎾

級
よ
り
も
小
さ
い
こ
と
、
格

納
容
器
が
原
子
炉
内
部
の

核
燃
料
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

に
比
べ
て
小
さ
す
ぎ
て
危

険
だ
と
建
設
当
初
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
た
マ
ー
ク
Ⅰ

型
だ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ

る
。地

震
発
生
時
に
は
１
～

３
号
機
が
運
転
中
、
４
～

６
号
機
は
定
期
点
検
中

だ
っ
た
。
４
号
機
は
全
燃

料
と
未
使
用
燃
料
の
合
計

１
５
３
５
体
を
建
屋
上
階

の
燃
料
プ
ー
ル
に
収
め
、
炉

心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
を
交
換
中

だ
っ
た
。

地
震
発
生
の
直
後
（
14
時

47
分
）、
地
震
計
か
ら
の
信

号
で
３
基
は
緊
急
停
止
し
、

原
子
炉
を
「
止
め
る
」
こ
と
が
で
き
た
。
福
島
第
一

原
発
に
外
部
電
源
を
供
給
し
て
い
た
５
系
統
の
送
電

鉄
塔
は
す
べ
て
倒
壊
し
、
外
部
電
源
か
ら
の
受
電
は

で
き
な
く
な
っ
た
が
、
各
原
子
炉
の
そ
れ
ぞ
れ
２
台

の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
自
動
起
動
し
、
非

常
用
電
源
は
確
保
さ
れ
た
。

次
い
で
、
15
時
37
分
か
、
お
そ
く
と
も
39
分
に
、

１
～
４
号
機
に
高
さ
13
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来
襲
し

た
。
だ
が
、
１
号
機
の
Ａ
系
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
は
地
震
の
影
響
で
す
で
に
機
能
停
止
し
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
（
国
会
事
故
調
査
委
員
会
報
告
）。
１

号
機
Ｂ
系
、
２
号
機
Ｂ
系
、
３
号
機
Ａ
系
、
Ｂ
系
の

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
停
止
の
原
因
は
地
震

か
津
波
か
、
現
在
ま
で
解
明
で
き
て
い
な
い
。

海
側
の
海
抜
４
メ
ー
ト
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
た
冷

却
用
の
海
水
ポ
ン
プ
は
す
べ
て
機
能
を
喪
失
し
た
。

海
抜
10
メ
ー
ト
ル
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
地
下
階
に
設

置
さ
れ
て
い
た
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
、
配
電

盤
、
直
流
電
源
も
機
能
喪
失
し
、
炉
心
冷
却
の
た
め

の
外
部
か
ら
の
淡
水
・
海
水
の
注
水
に
手
間
取
っ
た
。

そ
の
結
果
、
原
子
炉
水
が
失
わ
れ
、
炉
心
の
燃
料
管

が
露
出
し
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
か
ら
メ
ル
ト
ス
ル
ー
へ

い
た
っ
た
。
原
子
炉
を
「
冷
や
す
」
こ
と
に
失
敗
し

た
の
だ
。
燃
料
被
覆
管
の
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
合
金
と
高

温
水
蒸
気
と
の
反
応
が
進
み
、
大
量
の
水
素
が
発
生

し
、
１
、３
、４
号
機
で
水
素
爆
発
が
起
こ
っ
た
。
２

号
機
は
圧
力
抑
制
室
付
近
で
大
き
な
衝
撃
音
が
聞
こ

え
た
が
、
水
素
爆
発
か
否
か
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な

い
。
原
子
炉
か
ら
大
量
の
放
射
性
物
質
が
環
境
に
飛

び
散
っ
た
。
放
射
能
を
「
閉
じ
込
め
る
」
こ
と
に
失

敗
し
た
わ
け
で
あ
る
。

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
主
原
因
は
地
震
か
、
そ
れ
と

も
、
津
波
か

福
島
原
発
震
災
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
と

い
う
名
目
で
、
各
地
の
原
発
で
防
潮
壁
を
増
設
す
る

動
き
が
盛
ん
だ
。女
川
原
発
の
場
合
、現
在
の
17
メ
ー

ト
ル
を
29
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
か
さ
あ
げ
す
る
と
い
う
。

浜
岡
原
発
の
22
メ
ー
ト
ル
を
抜
い
て
、
国
内
で
最
高

の
高
さ
に
な
る
。
防
潮
壁
は
津
波
対
策
だ
が
、
地
震

に
対
し
て
は
ど
う
か
。
有
効
な
対
策
は
困
難
で
あ
る
。

方
法
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

福
島
第
一
原
発
で
、
地
震
の
影
響
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

第
一
に
、
福
島
第
一
原
発
は
送
電
鉄
塔
が
地
震
に

よ
っ
て
倒
壊
し
た
た
め
に
、
外
部
電
源
を
失
っ
た
事

実
で
あ
る
。
第
二
原
発
で
は
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
が
機
能
し
な
か
っ
た
点
で
は
、
第
一
原
発
と

同
じ
だ
が
、
外
部
電
源
が
１
系
統
生
き
残
っ
た
た
め

に
原
子
炉
の
冷
温
停
止
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
。次

に
、
福
島
第
一
原
発
を
襲
っ
た
地
震
動
は
耐
震

設
計
の
基
準
地
震
動
の
２
倍
の
時
間
、
強
い
揺
れ
の

部
分
に
つ
い
て
は
２
・
５
倍
と
い
う
長
い
時
間
に
わ

た
っ
て
揺
れ
が
続
い
た
。
こ
れ
は「
繰
り
返
し
荷
重
」

に
よ
る
施
設
全
体
の
疲
労
破
壊
を
起
こ
し
や
す
い
結

果
を
招
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

地
震
か
津
波
か
を
論
ず
る
上
で
、
原
発
施
設
に
津

波
が
到
達
し
た
時
刻
が
重
大
な
論
点
に
な
る
。
津
波

の
第
１
波
（
波
高
４
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
）
は
３
・
11
の
15

時
27
分
こ
ろ
、
第
２
波
（
遥
か
に
大
き
な
波
高
で
、
波

高
計
の
限
界
値
±
７
・５
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
）
が
15
時
35

分
こ
ろ
、
と
い
う
の
が
東
電
の
報
告
書
で
あ
り
、
政

府
と
民
間
の
事
故
調
査
報
告
書
も
こ
れ
に
し
た
が
っ

た
。し

か
し
、
こ
の
二
つ
の
時
刻
は
沖
合
１
・
５
キ
ロ

地
点
の
波
高
計
に
津
波
が
到
達
し
た
時
刻
で
あ
る
こ

と
を
国
会
事
故
調
は
つ
き
と
め
た
。
津
波
が
非
常
用

電
源
機
器
に
達
す
る
の
は
、
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
も
後

出力 運転開始 格納容器の型 燃料集合体数
1号機 46.0万kW 1971年 3月 マークⅠ型 400体
2号機 78.4万kW 1974年 7月 マーク1型 548体
3号機 78.4万kW 1976年 4月 マークⅠ型 548体
4号機 78.4万kW 1978年 10月 マークⅠ型 548体
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に
な
る
は
ず
で
、
先
述
し
た
15
時
37
分
～
39
分
の
時

刻
に
な
る
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
起
動
し
た
非
常
用

電
源
停
止
時
刻
に
注
目
し
た
わ
け
で
あ
る
。
デ
ー
タ

が
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
国
会
事
故
調
査

委
員
が
現
場
の
東
電
作
業
員
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結

果
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

①
１
号
機
の
Ａ
系
電
源
：
15
時
35
分
か
36
分

②
１
号
機
の
Ｂ
系
、
２
号
機
の
Ａ
系
電
源
：
15
時
37

分③
３
号
機
の
Ａ
系
、
Ｂ
系
の
電
源
：
15
時
38
分

明
ら
か
に
、
①
１
号
機
の
Ａ
系
電
源
停
止
は
津
波

が
原
因
で
は
な
い
。
津
波
到
着
以
前
に
停
止
し
た
の

で
あ
り
、
地
震
に
よ
る
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
②
③
も
津
波
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
、
疑
わ
し

い
。
し
た
が
っ
て
、
津
波
が
来
な
け
れ
ば
全
交
流
電

源
喪
失
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
、
と
言
う
こ
と
は
で
き

な
い
。

放
射
能
汚
染
の
深
刻
さ

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
フ
ク
シ
マ
事
故
と
は

国
際
原
子
力
・
放
射
能
事
象
評
価
尺
度
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
）
で
と
も
に
最
悪
の
レ
ベ
ル
７
で
あ
る
。
ヨ
ウ
素

１
３
１
等
価
で
数
万
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
（
テ
ラ
は
10
の
12

乗
）
の
放
射
性
物
質
の
外
部
放
出
を
意
味
す
る
。
福

島
第
一
原
発
か
ら
環
境
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

の
量
の
時
々
刻
々
の
デ
ー
タ
は
避
難
す
べ
き
肝
心
の

住
民
に
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
放
出
が
つ
づ
い
た

時
の
風
力
、
風
向
、
降
雨
、
降
雪
な
ど
の
影
響
が
地

形
と
関
係
し
て
放
射
能
汚
染
の
度
合
い
を
左
右
し
た
。

ひ
と
た
び
事
故
が
起
き
る
と
、
科
学
技
術
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

環
境
に
飛
び
散
っ
た
放
射
性
物
質
の
う
ち
、
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
が
主
な
注
意
物
質
で
あ
る
。
そ
の
半
減

期
は
30
年
な
の
で
、
10
倍
の
３
０
０
年
、
20
倍
の

６
０
０
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

ひ
と
く
ち
に
除
染
と
い
う
が
、
移
染
は
で
き
て
も
、

除
染
は
容
易
で
は
な
い
。

現
在
、
15
万
人
を
超
え
る
人
々
が
避
難
し
て
い
る
。

乳
幼
児
と
子
ど
も
た
ち
は
放
射
線
の
影
響
を
受
け
や

す
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
四
半
世
紀
し
て
、

汚
染
地
で
は
健
康
な
子
ど
も
た
ち
の
割
合
が
20
％
以

下
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
歳
月
を
経
て
、

元
の
地
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
福
島
の
人
た
ち
が
ど

の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。

始
末
で
き
な
い
放
射
能
汚
染
水

原
子
炉
を
「
冷
や
す
」
こ
と
に
失
敗
し
、
放
射
能

を
「
閉
じ
込
め
る
」
こ
と
に
失
敗
し
た
事
態
は
未
だ

続
い
て
い
る
。
原
子
炉
と
格
納
容
器
が
壊
れ
、
ど
こ

か
に
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
が
あ
る
以
上
は
、
冷
却
水

を
循
環
さ
せ
て
核
燃
料
を
冷
や
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
循
環
水
は
炉
心
で
つ
く
ら
れ
た
各

種
の
放
射
性
物
質
、
と
り
わ
け
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90

や
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
な
ど
で
ひ
ど
く
汚
染
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
建
屋
の
地
下
に
溜
ま
っ
て
い
る
汚

染
水
に
は
、
プ
ラ
ン
ト
の
山
側
か
ら
１
日
約
４
０
０

ト
ン
の
地
下
水
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
汚
染
水
の
総

量
は
増
え
る
一
方
だ
。
東
電
は
12
本
の
井
戸
を
掘
っ

て
流
れ
込
む
前
に
汲
み
上
げ
る
計
画
だ
が
、
高
々
、

１
日
１
０
０
ト
ン
を
汲
み
上
げ
る
に
す
ぎ
な
い
。
汚

染
水
を
溜
め
る
た
め
の
プ
ー
ル
が
７
基
作
ら
れ
た
が
、

汚
染
水
が
漏
洩
し
て
役
に
た
た
な
か
っ
た
。
地
上
の

タ
ン
ク
に
貯
蔵
す
る
の
に
も
、
限
界
が
あ
る
。

あ
る
程
度
の
放
射
性
物
質
を
ろ
過
し
た
の
ち
、
海

に
放
出
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ

る
。
い
の
ち
の
海
が
、
さ
ら
に
汚
染
さ
れ
る
の
だ
。

福
島
第
一
原
発
の
現
状
の
問
題
点

高
い
放
射
線
量
の
た
め
、
福
島
第
一
原
発
の
損
壊

状
況
を
現
場
で
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
事
故

原
因
も
未
解
明
だ
。
主
な
問
題
点
を
箇
条
書
き
す
る

と
、

⑴　

地
震
か
津
波
か
の
検
証
が
済
ん
で
い
な
い
。
と

福島第一原発の汚染水貯蔵タンク（©2013 Dow Jones & Company）
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く
に
、
１
号
機
の
配
管
系
に
小
口
径
破
断
の
つ
よ

い
疑
い
が
あ
る
。
こ
れ
を
現
場
検
証
し
よ
う
と
し

た
田
中
三
彦
・
国
会
事
故
調
査
員
が
東
電
の
担
当

者
に
嘘
を
つ
か
れ
て
現
場
調
査
を
断
念
し
た
こ
と

が
明
る
み
に
で
た
。

⑵　

原
子
炉
と
格
納
容
器
は
、
ど
の
部
分
が
ど
の
よ

う
に
破
損
し
て
い
る
か
。
と
く
に
、
２
号
機
の
破

損
箇
所
は
ど
こ
か
、
破
損
原
因
は
何
か
。
１
～
３

号
機
の
溶
融
核
燃
料
は
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な

状
態
で
存
在
し
て
い
る
か
。

⑶　

４
号
機
の
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
は
今
後
の
地

震
に
耐
え
ら
れ
る
か
。

⑷　

暫
定
措
置
の
装
置
類
の
危
険
性
。
循
環
水
を
冷

却
す
る
シ
ス
テ
ム
の
、
暫
定
的
に
屋
外
に
設
置
さ

れ
て
い
た
配
電
盤
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
、
停
電
し
た
。

ネ
ズ
ミ
の
侵
入
に
よ
る
と
い
う
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
電
源
は
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

⑸　

作
業
者
の
被
ば
く
量
が
増
え
て
い
る
。
熟
練
工

が
へ
っ
て
い
る
。
現
在
、
１
日
約
３
０
０
０
人
が

収
束
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
東
電
社
員
は
約

２
０
０
人
で
、
あ
と
は
関
連
会
社
か
ら
の
作
業
員

で
あ
る
。

⑹　

放
射
能
汚
染
土
壌
と
廃
棄
物
の
始
末
が
進
ん
で

い
な
い
。
除
染
で
生
じ
た
土
壌
な
ど
の
指
定
廃
棄

物
（
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
以
上
）
の
中
間
的

保
管
場
所
が
き
ま
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
技
術
的
な
問
題
と
は
別
に
、
緊
急
避

難
し
て
仮
設
住
宅
に
く
ら
し
て
い
る
人
た
ち
や
自
主

避
難
し
た
人
た
ち
へ
の
補
償
措
置
が
全
く
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
、
進
ん
で
い
な
い
。
役
場
ぐ
る
み
で
福
島

県
か
ら
他
県
に
避
難
し
た
双
葉
町
の
井
戸
川
克
隆
・

前
町
長
は
、
３
・
11
か
ら
２
年
余
を
過
ぎ
て
な
お
、

自
分
た
ち
は
避
難
の
途
上
に
あ
る
、
日
本
と
い
う
国

は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
国
家
の
体
を
な
し

て
い
な
い
、
と
嘆
く
。

事
故
の
責
任
は

フ
ク
シ
マ
事
故
は
な
ぜ
起
き
た
か
。

国
会
事
故
調
査
報
告
は
、
政
・
官
・
財
界
が
一
体

と
な
っ
て
国
策
と
し
て
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
進

む
な
か
、
複
雑
に
絡
ま
っ
た
「
規
制
の
虜
」
が
生
ま

れ
た
と
い
う
。規
制
す
る
立
場
と
さ
れ
る
立
場
が「
逆

転
関
係
」と
な
っ
た
の
で
あ
り
、今
回
の
事
故
は「
自

然
災
害
」
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
「
人
災
」
で
あ
る

と
す
る
。

だ
が
し
か
し
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
科
学
技
術
に

よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
、
と
い
う
原
理
的

な
疑
問
が
存
在
す
る
と
思
う
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
の
ほ
ん
の
７
年
後
に
、
当
時
の
指
導
的
な
理
論
物

理
学
者
の
坂
田
昌
一
は
、
原
子
力
発
電
は
原
爆
と
し

て
戦
争
に
浪
費
す
る
よ
り
約
１
０
０
倍
も
よ
け
い
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
人
類
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
利
用

で
き
る
こ
と
に
な
る
、
と
書
い
た
。
そ
こ
に
ひ
そ
ん

で
い
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
不
可
能
性
に
つ
い
て
は
全

く
言
及
が
な
い
。
身
を
も
っ
て
フ
ク
シ
マ
事
故
を
経

験
し
た
人
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
私
た
ち
は
、

こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の

と
、
私
た
ち
は
教
え
ら
れ
、
受
け
入
れ
て
き
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。「
知
」を
身
に
つ
け
て
ゆ
く
過
程
で
、

そ
の
「
知
」
を
批
判
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
き
わ
め

て
難
し
い
。

「
原
子
力
ム
ラ
」
や
「
規
制
の
虜
」
が
生
ま
れ
て

巨
大
な
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
、
遅
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、「
人
災
」
を
防
ぐ
に

は
ど
う
す
べ
き
か
、
私
た
ち
は
深
刻
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。

近
づ
い
て
き
た
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
１
票
を

投
ず
る
行
為
の
意
味
を
よ
く
考
え
た
い
と
お
も
う
。

原
発
を
や
め
る
の
か
、
推
進
す
る
の
か
は
今
度
の
選

挙
で
の
重
要
な
選
択
肢
で
あ
る
。

（
や
ま
ぐ
ち
・
ゆ
き
お
／
原
子
力
資
料
情
報
室
・
共
同
代
表
、

５
月
19
日
記
）


